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け
加
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

-

平
成
四
年
、
教
員
の
健
康
診

“
断
で

「狭
心
症
」
が
判
明
。
医

“
師
か
ら
バ
イ
パ
ス
手
術
を
勧
め

の・
.... 

。
••••• “

「
宝
物
」
を
辞
典
で
引
く
と

“

「
尊
い
も
の
、
大
切
に
す
べ
き

や

も
の
」
と
あ
り
ま
す
が
、
私
は

「
お
金
で
買
え
ぬ
其
心
」
を
付

女子消防隊出動/
1月 6日(土)総合公園で、 恒例の消防

出初め式が行われました。今回は、東海大

学女子職員の自衛消防隊が参加、きびきび

とした動きに、見学に訪れた市民から縫ん

な拍手が送られました。

ら
れ
ま
し
た
が
、
当
時
私
は
花

水
小
学
校
の
二
年
生
の
担
任
を

し
て
い
ま
し
た
の
で
、
子
供
た

-
義
足
の
登
山
家
語
る

十
三
年
前
、
中
国
ミ
ニ
ヤ
コ

ン
カ
鴎
で
一
時
消
息
を
断
ち
、

奇
跡
的
に
生
還
、
以
後
義
足
で

の
生
活
を
克
服
し
て
山
登
り
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
る
松
田
宏

也
氏
を
招
い
て
、
講
演
会
を
開

催
し
ま
す
。

マ
日
程

1
月
初
日
(
土
)

マ
時
間
午
後
1
時
却
分
5
4

時マ
場
所
平
塚
M
N
ピ
ル
日
階

マ
問
い
合
わ
せ
先
国
際
ソ
ロ

プ
チ
ミ
ス
ト
平
塚
の
元
吉
美
智

代

宮

(詑

)
6
0
0
6

-
聴
覚
障
害
サ
ポ
ー
ト

要
約
筆
記
サ
ー
ク
ル
「
ひ
ら

つ
か
」
で
は
、
盟
約
鉦
記
の
入

門
講
座
を
聞
き
ま
す
。
こ
の
講

座
は
、
講
演
会
な
ど
の
場
で
聴

覚
障
害
の
方
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
手
助
け
を
す
る
筆
記

を
学
ぶ
も
の
で
す
。

マ
日
程

1
月
幻
日

i
2月
幻

日
の
毎
週
火
幅
日

マ
時
間
午
後
1
時
泊
分
i
3

時
泊
分

マ
場
所
福
祉
会
館

マ
定
員
加
入

マ
問
い
合
わ
せ
先
同
会
の
島

津
昭

一
一宮

(幻
)
2
1
1
7

-
健
康
講
座
開
く

済
生
会
平
壕
病
院
で
は
、
骨

粗
し
よ
う
症
に
つ
い
て
の
説
明

会
と
食
事
指
導
を
行
い
ま
す
。

マ
日
時

1
月
幻
自
(
火
)
午

後
2
時
3
3時
泊
分

マ
場
所
同
病
院
3
階

マ
問
い
合
わ
せ
先
同
病
院
医

事
脱
宮

(訂
)
0
5
2
0

-
子
育
て
学
習
会
に

平
塚
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
保
育

連
絡
会
で
は
、
子
育
て
の
知
識

向
上
を
図
る
た
め
、

医
師
を
招

に
し
て
、
薬
を
飲
み
続
け
な
が

ら
無
事
終
業
式
を
迎
え
ほ
っ
と

し
て
い
る
と
、
三
十
五
名
の
子

真Jl1¥の干2施唱
和田芳枝さん (徳延)

ち
の
こ
と
を
思
い
「
今
は
で
き

ま
せ
ん
」
と
答
え
ま
し
た
。

翌
年
三
月
に
退
職
す
る
こ
と

供
た
ち
が
私
の
健
康
を
祈
っ
て

千
羽
鶴
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
く

れ
ま
し
た
。
「
体
に
気
を
つ
け
て

ロ
パ
ン
ガ
ス
用
湯
沸
か
し
器
、
幼

児
用
英
会
話
教
材
、
子
供
用
自
転

車
、
ベ
ピ
1
布
団
、
ベ
ビ
ー
フ
ェ

ン
ス
、
歩
行
器
、
テ
ー
ブ
ル
チ
ェ

.

.

.

.

.
 0
 

ね
」
「
元
気
に
な
っ
て
ね
」
と
。

日

私
は
「
あ
り
が
と
う
。
き
っ
と

“

元
気
に
な
る
か
ら
ね
」
と
受
け

h

取
り
、
我
が
家
の
床
の
間
に
掛
=

け
ま
し
た
。
以
来
、
毎
日
子
供
=

た
ち

一
人
一
人
の
姿
を
思
い
浮
=

か
べ
で
は
感
謝
し
て
い
ま
す
。
=

今
日
ま
で
手
術
も
せ
ず
に
元

=

気
で
い
ら
れ
る
の
は
、
こ
の
真

=

心
の
千
羽
鶴
の
お
か
げ
だ
と
恩
=

っ

て

い

ま

す

。

=

.
み
な
さ
ん
が
大
切
に
し
て
い
=

る
品
物
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
=

l
。
紹
介
文
を
二
百
字
程
度
に
=

ま
と
め
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。

=

マ
送
り
先
〒
加
平
塚
市
浅
間

叫

町
9
1
1

平
塚
市
広
報
広
聴

“

繰
「
私
の
た
か
ら
も
の
」
係

"

-----Q い
て
学
習
会
を
開
き
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
を
。

マ
日
程

2
月
6
日

(
火
)

マ
時
間
午
前
日
時
1
正
午

マ
場
所
保
健
セ
ン
タ
ー

マ
講
師
満
田
樹
夫
氏

マ
対
象
乳
幼
児
の
お
母
さ
ん

(
保
育
室
の
用
意
あ
り
)

マ
定
員
百
人
(先
着
順
)

マ
問
い
合
わ
せ
先
同
会
の
粕

谷
幸
子
宮

(お
)
4
6
6
1

-
医
師
会
が
文
化
祭
を

平
塚
市
医
師
会
で
は
、
会
員

に
よ
る
絵
画
、
工
芸
、
写
真
な

ど
を
展
示
す
る
文
化
祭
を
開
催

し
ま
す
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。

マ
日
程

1
月
日
日

(
木
)

t
n目
(
臼
)

マ
時
間
午
前
9
時
加
分
3
午

後
4
時
日
分

マ
会
場
美
術
館
市
民
ア
1
ト

ギ
ャ
ラ
リ
ー
A
室

マ
問
い
合
わ
せ
先
医
師
会
事

務
局
宮

(担
)
0
8
1
4

-
気
功
の
グ
ル
ー
プ
に

平
塚
禅
密
気
功
会
で
は
、
会

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
気
功

に
関
心
の
あ
る
方
、
見
学
に
お

出
か
け
く
だ
さ
い
。

マ
日
程
月
2
回
、
原
則
と
し

て
第
1
、
第
3
金
曜
日

マ
時
間
午
後
0
時
却
分
1
2

時
却
分

マ
場
所
中
央
公
民
館

マ
問
い
合
わ
せ
先
同
会
の
内

山
繁
五
郎
官

(お
)
3
6
5
2

・
新
春
公
開
セ
ミ
ナ
ー

平
塚
商
工
会
議
所
青
年
部
で

は
、
新
松
下
村
塾
塾
長
の
鴻
川

栄
太
氏
を
迎
え
新
春
公
開
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

マ
日
程

2
月
8
日
(
木
)

マ
時
間
午
後
7
時
i
9時

マ
会
場
平
塚
商
工
会
議
所
3

階
大
ホ
1
ル
(
松
風
町
2
l
m
)

マ
申
し
込
み
先
同
背
年
部
事

務
局
宮

(幻
)
2
5
1
0
・
フ

ァ
ク
ス

(
M
)
0
0
7
9

-
協
力
会
員
を
募
集

ひ
ま
わ
り
福
祉
サ
ー
ビ
ス
で

は
、
協
力
会
員
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
内
容
は、

高
齢
者
の
方

た
ち
に
介
護
や
家
事
援
助
な
ど

の
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
有
償
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
す
。

マ
対
象
市
内
に
お
住
ま
い
で

ω歳
程
度
ま
で
の
健
康
な
方

マ
入
会
金
三
千
円

マ
年
会
費

三
千
円

マ
問
い
合
わ
せ
先
開
会
の
矢

嶋
・
芦
川
宮

(お
)
3
9
4
3

・
講
演
会
お
出
か
け
を

平
塚
市
地
域
婦
人
団
体
連
絡

会
で
は
、
部
演
会
を
開
催
し
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

マ
日
程

2
月
5
日
(
月
)

マ
時
間

午
後
1
時
却
分
1

マ
場
所
平
塚
M
N
ピ
ル
U
階

マ
講
師
沖
藤
典
子
氏

マ
テ
1
マ
地
域
ぐ
る
み
の
在

宅
福
祉
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

マ
問
い
合
わ
せ
先
同
会
の
漉

谷
京
子
宮

(お
)
9
2
6
8

-
双
子
育
児
の
仲
間
を

プ
チ

・
ペ
ア
1
ズ

・
ク
ラ
ブ

で
は
、
会
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
双
子
を
育
て
て
い
る
お
母

さ
ん
同
志
で、

回
覧
ノ
1
ト
や

会
報
発
行
を
し
、
月
一
回
の
集

ま
り
な
ど
で
情
報
交
換
を
し
て

い
ま
す
。

マ
問
い
合
わ
せ
先
閉
会
の
藤

林
朋
美
雪

(部
)
6
5
6
2

。
サ
ー
ク
ル
掲
示
板

会
員
募
集
、
イ
ベ
ン
ト
案
内

な
ど
に
ご
利
用
を
。

・
送
り
先
一

T
m平
塚
市
浅
間

町
9
1
1

平
塚
市
広
報
広
聴

課
「
サ
ー
ク
ル
掲
示
板
」
係

ァ
、
キ
ャ
リ
ー
バ
ッ
グ
、
マ
タ
ニ

テ
ィ
ウ
エ
ア
、
搾
乳
総
、
ベ
ビ
ー

パ
ス
、
べ
ピ

1υュ
ッ
ク
、
離
乳

食
セ
ヅ
ト
、
女
子
園
児
服
、
布
お

む
つ
、
お
む
つ
カ
パ
l

②
無
料

学
習
机
、
ダ
ブ
ル
ベ
ッ
ド
、
シ
ン

グ
ル
ベ
ッ
ド
、
綴
製
い
す
、
一

輪
車
、
編
み
機
、
琴
、
ピ
ー
チ
ベ

ッ
ド
、
胆
筋
台
、
フ
ラ
ン
ス
人

形
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
1
ト
、
ベ
ビ

ー
ラ
ッ
ク
、
女
児
服
、
男
児
服
、

ひ
な
人
形
、
男
子
高
校
制
服

。
譲
っ
て
く
だ
さ
い

こ
段
ベ
ッ

ド
、
洋
服
掛
け
、
本
棚
、
電
気
毛

布
、
パ
ン
焼
き
器
、
加
湿
器
、
ワ

ー
プ
ロ
、
ミ
シ
ン
、
譜
面
台
、
柔

道
着
、
学
生
服
、
市
中
い
す
、
自
転

車
、
ハ
イ
チ
ェ
ア
、
ベ
ビ
l
ベ
ッ

ド、

子
供
用
ス
キ
1
セ
ッ
ト
、
テ

レ
ビ
、
ル
l
ム
ラ
ン
ナ
ー
、
七
五

三
野
物
(
女
児
)
、
双
子
用
ベ
ビ

ー
カ
ー
、
A
-
B
型
ベ
ビ
ー
カ
ー
、

着
付
目
用
ボ
デ
ィ
、
冷
蔵
庫

@
不
用
品
登
録
情
報
の
問
い
合
わ

せ
は
、
地
域
づ
く
り
幌
市
民
生
活

係
(
内
線
2
6
3
)

へ

且
図

A
子
は
小
学
校
五
年
生
。

体
の
不
調
を
訴

え
出
し
、
時
々
学
校
を
休
み
始
め
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

お
母
さ
ん
は
、

「と
の
子
は

心
配
症
で

『
3
し
た
ら
ど
う
し
よ
う
』
と
い

う
日
が
多
く
、
気
に
し
な
い
の
よ
と
言
っ
て

も
だ
め
で
、
学
校
ま
で
送
っ
て
行
く
こ
と
も

あ
り
、
ま
た
食
事
も
少
し
し
か
食
べ
ず
体
の

方
も
心
配
で
す
」
と
の
こ
と
で
し
た
。

初
め
て
A
子
に
会
っ
た
時
、
体
が
細
く
骨

に
皮
が
付
い
て
い
る
感
じ
で
、
遊
戯
室
に
あ

る
た
く
さ
ん
の
が
ん
具
を
前
に
し
て
、
ハ
ア

ー
と
た
め
息
を
つ
く
、
子
供
ら
し
さ
の
な
い

子
で
し
た
。
し
か
し
、
話
し
方
は
し
っ
か
り

し
て
い
て
、
表
面
的
に
は
す
ご
く
頑
張
っ
て

し
ま
う
感
じ
で
し
た
。

こ
の
家
族
は
、

A
子
が
三
歳
の
こ
ろ
祖
父

母
と
同
居
し
て
か
ら
、
家
の
中
で
も
め
る
こ

と
が
多
く
な
っ
た
の
で
し
た
。

A
子
は
幼
い

な
が
ら
に
、
け
ん
か
し
て
い
る
母
と
祖
母
と

の
聞
に
入
り
、
両
方
の
つ
な
ぎ
役
を
さ
せ
ら

れ
て
い
た
の
で
し
た
。
お
母
さ
ん
は
、

A
子

が
祖
母
の
方
に
い
っ
て
し
ま
う
と
い
ら
立

ち
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
A
子
に
厳
し

く
接
し
て
し
ま
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

A
子
は
母
親
に
甘
え
て
育
つ
こ
と
が
で
き

ず
、
大
人
の
大
変
さ
の
中
に
巻
き
込
ま
れ
て

い
た
の
で
す
。
そ
し
て
無
意
識
の
う
ち
に
大

人
に
な
る
こ
と
へ
の
不
安
を
持
ち
、
食
べ
る

こ
と
も
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
な
く
な
っ
て
い
た

よ
う
で
す
。
学
校
に
行
貯
な
い
、
食
べ
ら
れ

な
い
と
い
う
形
で
自
分
の
つ
ら
さ
を
訴
え
、

今
、
や
っ
と
お
母
さ
ん
に
世
話
を
し
て
も
ら

い
、
母
親
の
愛
情
を
確
か
め
て
成
長
し
よ
う

と
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

会
子
ど
も
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー

崇
普
小
学
校
北
側
宮
(謁
)
6
0
1
2

ひらつか
天減山荘 夏休み利用の申し込みを定期券の利用者募集市営駐車場

泊目 (0白からO泊0日間)、スポ

ーツ施設の利用の有無を記入して、

E月 !日から四日(当日消印有効)

までに同山荘へ。錨選結果の通知は

d月中旬の予定です。

。 申し込み先

『ひらつか天織山荘J〒410-32静岡県

田方郡夫総湯ケ島町上船原1120-1

ft0558 -87 -1 050 

・定員 6日人(一般室8室、家族室4室)

・スポーツ施設 テニスコート、ミニ

ゴルフ湯、里l'l'1求湯、体育館など

※宿泊料金など鮮しいことは、直銭同

山荘にお問い合わせください

市民休主主の郷 ・天城湯ケ島町にある

「ひらつか天城山在」は、霊堂かな自然

やスポーツ、認証泉などを楽しめる施設

としてたくさんの市民のみなさんに利

用されています。

通常の利用申し込みは、 6か月前の

l白から電話 で受け付けていますが、

夏休み期間中(7月20日-8月31日)

は利用希望者が多いため、申し込みは

往復はがきで受け付けます。

。 申し込み方法

往復はがきに住所、氏名、開話番

号、人数(大人 ・小人 ・幼!冊 、 宿

。紅 谷町 駐車場・・・............80枚
午前 6時から午後11時まで利用できます

錦 町 駐車場・..........・・・・… 80枚
24時間利用できます

※よ書己 2つの定期券は、白眼目、祝日およ

び休日、七夕期間中の利用はできません

』錦 町 駐車場(夜間 専用 )… 50枚
午後6時から翌翌日午前9時まで利用でき

ます。ただし、元E、七夕期間中は利用

できません

o利用期間 平成8年 4月 1日~平成 9年 3月31日

o定期料金 1か月10.000円 (7月は8.000円)

く>申し込み用紙の配布 1月19日- 2月 8日の問、両駐車場、市役所市民

相談室、駅前市民完窓口センター、駅前総合案内所で配布します

く>申し込み受け付け 2月 1日- 8日の問、両駐車場で受け付け

o問い合わせ先 市開発公社ft21-5781
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広報ひらつか平成8年 1月 15日〈ア〉

視
覚
障
害
者
の

介
闘
を
学
ぼ
う

自
の
不
自
由
な
方
が
困
っ
て

い
る
と
き
、
相
手
に
安
心
さ
れ

る
手
助
け
の
仕
方
を
学
ぷ
介
助

講
習
会
を
聞
き
ま
す
。

マ
日
時

2
月
7
臼
(
水
)
午

後
1
時
却
分

1
3時
叩
分

マ
場
所
平
塚
ふ
じ
み
園

マ
対
象
市
内
在
住
の
方

マ
定
員
日
人
(
先
着
順
)

マ
申
し
込
み
2
月
5
日
(
月
)

ま
で
に
電
話
で
申
し
込
む

マ
申
し
込
み
先
保
健
セ
ン
タ

ー
宮

(
M
)
0
3
1
1

貧
血
の
予
防
を

市
で
は
、
貧
血
に
つ
い
て
の

お
話
と
、
貧
血
を
予
防
す
る
料

理
の
紹
介

・
試
食
を
す
る
教
室

を
開
催
し
ま
す
。

マ
日
時

1
月
初
日
(
金
)
午

後
1
時
却
分
5
3時

マ
場
所
保
健
セ
ン
タ
ー

マ
対
象
市
内
に
お
住
ま
い
の

川
崎
歳
以
上
の
方

マ
申
し
込
み
1
月
四
日
(金
)

ま
で
に
、
電
話
で
健
康
課
(
内

線
6
6
7
)

へ

婦
人
健
康
教
室

市
民
病
院
で
は
、
中
高
年
婦

人
の
成
人
病
と
健
康
管
理
に
つ

い
て
の
教
室
を
聞
き
ま
す
。

受
講
さ
れ
る
方
は
、
婦
人
科

外
来
の
予
約
ノ
1
ト
に
氏
名
を

密
い
て
、
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

マ
日
程

2
月
6
日
(
火
)
、

3
月
5
日
(
火
)

マ
時
間

午
後
3
時
却
分
3
5

時マ
場
所
同
病
院
北
棟
2
階
大

会
議
室

マ
定
員
別
人

マ
問
い
合
わ
せ
先
同
病
院
婦

人
科
外
来
(
宮
ロ
1
0
0
1
5

内
線
2
2
1
8
)
午
後
2
時
か

ら
5
時
ま
で

予
防
接
種
を

い
ず
れ
も
小
児
科
や
内
科
な

ど
の
開
業
医
・
病
院
で
受
け
ま

す
。
持
ち
物
な
ど
、

詳
し
い
と

と
は
健
康
課

(内
線
2
6
0
)

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
風
し
ん
}

年
長
児
や
大
人
で
か
か
る
と

重
症
に
な
り
や
す
い
の
で
、
小

児
の
う
ち
に
接
種
を
。

マ
接
種
回
数

1
回

マ
対
象

1
歳
5
7歳
6
か
月

未
満
、
ま
た
は
ロ
歳
3
M歳
未

満
(
特
に
中
学
生
で
米
接
種
の

方
は
、
お
早
め
に
)

【
=
一
種
混
合
・
二
種
混
合
】

ジ
フ
テ
リ
ア
、
百
日
せ
き
、

破
傷
風
の
予
防
接
種
で
す
。

マ
接
種
目
数

5
回

I
期

マ
対
象
生
後
3
か
月
1
7歳

6
か
月
未
満
の
方

マ
受
け
方

3
5
8週
間
の
間

で
3
回
、
以
後
1
年
'
・
3
1
年
6

か
月
の
ち
に
1
回
受
け
る

日
期

マ
対
象
日
歳
1
U歳

マ
受
目
方
小
学
校
6
年
生
時

に
1
回
受
貯
る

怠
ん
マ
ち
宙
科

健
康
教
室
で
成

人
病
の
予
防
を

市
で
は
地
区
公
民
館
で
健
康

教
室
を
聞
き
ま
す
。
持
ち
物
、

内
容
な
ど
、
詳
し
い
と
と
は
健

康
課
(
内
線
6
6
7
)
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【高
脂
血
定
予
防
教
室
】

マ
日
程

1
月
お
目
、

2
月

1

目、

8
目
、
日
目
(
す
べ
て
木

曜
日
)

マ
時
間
午
後
1
時
初
分
'Z3

3

時
却
分
、

2
月
日
日
の
み
午
前

日
時

3
午
後
2
時

マ
会
場
土
屋
公
民
館

マ
定
員

2
月
日
日
の
み
初
人

マ
申
し
込
み
先
土
屋
公
民
館

宮

(
臼

)
0
8
3
3

{
糖
原
病
予
防
教
室
】

申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

マ
日
程

1
月
M
目
、
出
目
、

2
月
M
日
(
す
べ
て
水
曜
日
)

マ
時
間
午
後
1
時
初
分
3
3

時
叩
分

マ
会
場

大
神
公
民
館

人

と

動

物

と

の

迎

自

分

か

ら

積

極

的

に

い
は
、

立
っ
て

歩

く

働

き

掛

け

を

す

る

よ

こ

と

、

話

す

こ

と

、

う

に

な

り

ま

す

。

道

具

を

使

う

こ

と

で

育

児

の

ポ

イ

ン

ト

す

。

人

は

一

歳

か

ら

は

次

の

七

つ

で

す

。

一
歳
半
に
か
け
て、

①
幼
児
向
き
の
食
事

こ

の

能

力

が

飛

蹴

的

を

。

②

事

故

防

止

に

に
発
達
し

ま

す

。

努

め

る

。

③

積

極

的

一
歳
半
に
な
る
と

一

歳

半

の

こ

ろ

な
外
遊
び
。
④
手
洗

体
つ
き
は
ス
マ
ー
ト
に
な
り
、
聴
力
・
視
力
い
の
習
慣
付
り
。
⑤
好
奇
心
・
探
求
心
を
伸

も
成
人
に
近
い
レ
ベ
ル
に
な
り
ま
す
。
ば
す
。
⑥
悪
い
こ
と
は
そ
の
場
で
し
か
る
。

運
動
面
で
は
、
ひ
と
り
歩
き
が
で
き
、
外
⑦
一
歳
六
か
月
健
診
を
受
け
、
発
育

・
発
達

で
遊
び
た
が
り
ま
す
。
手
も
器
用
に
な
り
積
の
確
認
を
す
る
。

み
木
を
積
ん
だ
り
、
鉛
鋸
で
な
ぐ
り
暫
き
も
そ
ろ
そ
ろ
、
お
む
つ
が
取
れ
る
時
期
に
入

す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
意
味
の
あ
り
ま
す
。
お
む
つ
が
ぬ
れ
た
こ
と
を
教
え
た

る
言
葉
が
増
え
、
絵
本
な
ど
の
絵
を
指
差
し
ら

「
え
ら
い
わ
ね
」
と
褒
め
て
あ
げ
ま
し
ょ

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す

。

ぅ

。

お

む

つ

が

取

れ

る

の

は

個

人

差

が

あ

る

精
神
面
で
は
周
囲
の
人
に
興
味
を
示

し

、

の

で

、

焦

ら

ず

に

。

(

健

康

謀

)

Jリrガ)の健康管理
2月 7日 (7_}()

午後 6時""'8時

φ会場勤労会館

. 講師古前田充氏

(前ベルマーレ平塚慰管)

・入場無料。駐車場はありませんの

で、車での来場はご遠慮、ください。

・お子さま連れの方のため、当日保

育室を用意します。 1月31日まで

に勤労会館にご迎絡ください。

. 問い合わせ先 勤労会館ft32-3355

労働
セミナーぬ吉国弱鎗田昌ei380sill 

φ 日時2月1日(木)'"" 4日(日)
午前10時~午後 5時(最終日

は午後 4時まで)

中央公 民館
( 2階市民ギャラリー)

市内の保育園26閣と友好都市で

ある高山市、花巻市の保育園児の

作品が展示されます。

ぜひ、ご来場ください。

日時

会場

.... _...・. . .ー ・ ・・・ ー ・ ・..守・・・ ・ー・・・ ・“ 4・・.
・.・・・ ・・ ・・ー ー・ーーー ーー ーー ーー ・"・・ー ... • ~ ---・・・h ・ ・・.

-問い合わせ先

花水台保育園ft31-7120
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広報

広報ひらつか

A-給
食
業
者
の
登
録
を

第 56アき

務
課
保
健
給
食
係
内
平
塚
市
学
校

給
食
会
(
内
綿
5
2
1
)

A-新
春
特
別
公
開
が

国
指
定
窓
要
文
化
財
の
仏
像
で

盗
難
の
被
害
を
受
け
て
い
た
下
吉

沢

「木
造
不
動
明
王
立
像
」
が
十

二
月
十
三
日
に
無
事
帰
還
し
ま
し

た
。
教
育
委
員
会
で
は
、

ζ
れ
を

機
に
こ
の
像
と
博
物
館
が
管
理
す

る
市
指
定
重
要
文
化
財
を
展
示
公

開
し
ま
す
。

マ
期
間

1
月
初
日
(
土

)
i
n

日
(
日
)
月
曜
日
は
除
く

マ
時
間
午
前
9
時
1
午
後
4
時

印
分
(
入
場
は
午
後
4
時
却
分
ま

で
)

マ
会
場
博
物
館
特
別
展
示
室

※
入
場
無
料

問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
教
育
課

(
内
線
5
2
8
)
へ。

-
福
祉
の
講
習
会
で
す

マ
定
員

加
入

(先
着
順
)

申
し
込
み
お
よ
び
問
い
合
わ
せ

は
、
社
会
福
祉
協
議
会
宮

(お
)

2
3
3
3
へ。

年
)
③
建
築
設
計

(白
人、

1

年
)
④
エ
ク
ス
テ
リ
ア
施
工
(加

入、

6
か
月
)
@
佳
宅
設
備
(
同

人
、
6
か
月
)
⑤
金
属
加
工
(
同

人、

6
か
月
)

マ
申
込
期
限

3
月
1
日
(
金
)

マ
選
考
日

3
月
8
日
(
金
)

マ
申
込
先
雇
用
保
険
震
資
格

者
等
は
居
住
地
の
公
共
職
業
安
定

所
、
そ
の
ほ
か
の
方
は
最
寄
り
の
技

術
校
ま
た
は
公
共
職
業
安
定
所

問
い
合
わ
せ
は
、
同
校
宮
(
お
)

1
9
2
2
へ。

※
藤
沢
、
楽
野
、
横
須
賀
の
各
職

業
技
術
校
で
も
同
様
の
拡
仰
木
を
し

ま
す
。
詳
し
く
は
そ
れ
ぞ
れ
の
職

.業
安
定
所
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

ち
込
み
は
で
き
ま
せ
ん

問
い
合
わ
せ
は
、
同
セ
ミ
ナ
ー

宮

(
臼

)
1
2
1
1
へ。

A
V
園
芸
教
室
を
開
く

-
商
業
経
営
セ
ミ
ナ
ー

湘
南
園
芸
相
談
コ
ー
ナ
ー
で
は

図
芸
教
室
を
聞
き
ま
す
。

マ
日
時

2
月
8
日
(
木
)
午
前

9
時
叩
分

5
日
時
初
分

マ
会
場
農
業
会
館
(
駅
南
口
)

マ
内
容
庭
木
果
物
の
病
害
虫
の

防
ぎ
方

マ
講
師

国
芸
研
究
家
近
間

一

郎
氏問

い
合
わ
せ
は
、

同
コ
ー
ナ
ー

宮

(お
)
0
5
9
3
へ
。

商
業
経
営
者
や
後
継
者
な
ど
を

対
象
に
、
経
営
の
在
り
方
を
笑
践

的
に
学
ぶ
商
業
経
営
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
ま
す
。

マ
日
程

1
月
泊
目
(
月
)
、

2
月

8
臼
(木
)
、
四
日
(
月
)
、
初
日
(月
)

マ
時
間
午
後
1
時
叩
分
1
3時

初
分

マ
会
場

M
Nビ
ル
口
階
会
議
室

マ
定
員
刊
人
(
先
着
順
)

マ
申
込
期
限

1
月
お
日
(
木
)

申
し
込
み
は
、
電
話
ま
た
は

フ
ァ
ク
ス
で
商
業
観
光
謀
(
内
線

5
4
8
)
へ
。

・
フ
ァ
ク
ス

A
V
フ
ー
ド
フ
ェ
ア
開
催

A-公
開
講
座
の
参
加
を

(幻
)
4
6
1
9

A
V
技
術
校
で
受
講
生
を

7
3
)
へ。

av労
働
講
座
を
開
く

湘
南
労
働
セ
ン
タ
ー
で
は
、
車
廿

黍
労
働
講
座
を
聞
き
ま
す
。

マ
日
時

2
月
8
日
(
木
)
、
日
日

(火
)、
初
日

(火
)
午
後
6
時
日

分
1
8時
日
分

マ
会
場

湘

南
労
働
セ
ン
タ
ー

マ
対
象
、
定
員

印
人
程
度

申
し
込
み
お
よ
び
問
い
合
わ
せ

は
同
セ
ン
タ
ー
宮
0
4
6
7
(部
)

1
1
7
1
(内
線
3
1
2)
へ
。

A
V
み
ん
な
と
も
だ
ち
展

み
ん
な
と
も
だ
ち
を
テ
1
マ
に

中
地
区
の
心
身
障
害
児
・
者
の
作

品、

写
真
展
を
開
催
し
ま
す
。

マ
期
間

2
月
四
日

(
木
)
1初

日
(
火
)

マ
時
間
午
前
日
時
1
午
後
6
時

(
初
日
は
午
後
2
時
ま
で
)

マ
会
場
梅
屋
平
塚
庖
7
階
ユ
I

ホ
1
ル

問
い
合
わ
せ
は
、
伊
勢
原
後
誰

学
校
宮

(幻
)
7
9
1
6
へ。

-
文
化
振
興
基
金

文
化
振
興
基
金
は
、

芸
術
文
化

事
業
の
実
施
や
市
民
の
創
造
的
な

文
化
活
動
に
対
す
る
助
成
な
ど
に

使
わ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
、
文
化
行
政
推

進
室
文
化
振
興
係
(
内
線
6

7

3
)
へ。

(敬
称
略
)

・
八
木
商
庖

二
十
五
万
円
、
平

塚
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ビ
ル

七
十
三

万
九
千
九
百
円
、
文
化
行
政
雄
進

安
一
募
金
箱

五
千
三
百
三
十
三
門

市
民
セ
ン
タ
ー
募
金
箱

五
百
六

十
四
円
、
中
央
公
民
館
募
金
箱

一
千
百
三
十
六
円
、
市
役
所
案
内

窓
口
募
金
箱
六
百
三
十
二
円

-
み
ど
り
基
金

み
ど
り
基
金
は
、
緑
化
団
体
の

助
成
な
ど
に
使
わ
れ
ま
す
。

ご
協

力
を
。問

い
合
わ
せ
は
、
み
ど
り
公
園

課
み
ど
り
錐
進
係
(
内
線
4
2
5
)
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ま数 他 平土、村ま出回、二施野物史 に た後半は な報れ穴五さ費にら沢よ月 根
すえ村塚史根助 両れ珠伴 れ村り、 坂

。詩話器 根坂間横穴群諸霊供養碑 許民諸問;
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宝 ま費、 に養横道物を築穴 横 八に 、査坂たのに遣の当。色水、ど 言 中 が 穴

す珠当 建す穴 路 の 中 設 群 穴基確平会 問 。 名 よ 物出 時 ハ〈晶装多わに発が
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の
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を
読
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